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資料１－１ 

菊池地域のワーキンググループでの協議結果 

 

 

日時：第１回 令和元年１０月２８日（月） １９：３０～２１：００ 

   第２回 令和元年１２月１０日（火） ２０：３０～２１：３０ 

場所：菊池郡市医師会館 会議室 

 ワーキンググループメンバー：別紙のとおり 

菊池保健所：木脇所長、豊福次長、生田参事 

 

 

菊池地域の外来医療機能について 
 

１ 夜間・休日の初期救急について  

 

（１）現状 

項目 データ 

①１か月の患者数（夜間・休日） ２，９５５人 

②医療機関数 １０３医療機関 

【出典：①厚生労働省作成「外来医師偏在指標に係るﾃﾞｰﾀ集･ｸﾞﾗﾌ」（在宅当番医以外の対応患者数含む）②菊池郡市医師会提供資料】 

 

（２）目指すべき方向性 

 

① 初期救急に対応する医師 

当医療圏では、初期救急について１０３医療機関の医師で対応しており、圏

域内の医師確保はできているが、当番医の専門領域と患者の症状が合致せず、

他医療機関への紹介で対応するケースもある。引き続き圏域内での連携体制等

の強化・検討を行いながら地域で診療の空白が生じないよう努めるとともに、

医師の高齢化が進んでいるため、新規開業を行う医師等に郡市医師会による在

宅当番医へ協力要請を行う。 

 

② 初期救急に対応する医療機関 

当医療圏では、休日は在宅当番医制（参加数１０２医療機関）、夜間は二次

救急の病院群輪番制当番病院（参加数７医療機関）により初期救急医療提供体

制は確保できている。今後、年齢別人口構成の変化による高齢化の進展にとも

ない、初期救急の需要増加が見込まれることから、特に熊本市内への交通アク

セスが不便な地域における確実な医療提供体制の確保を図っていく必要がある。 
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２ 公衆衛生分野について  

 

（１）現状 

項目 データ 

①学校医 ９０人 

②予防接種を実施する医療機関 １０５医療機関 

【出典：①県立学校(高校･支援学校)は県教育委員会提供資料、公立小･中学校は県医師会提供資料（私立学校除く）②県総合医療情報ｼｽﾃﾑくまもと医療ﾅﾋ】 

 

（２）目指すべき方向性 

 

① 学校医 

当医療圏では、学校医について９０人の医師で対応しているが、近年、熊本

市のベットタウンとなっている市町の人口増加による児童数や学校数の増加と

医師の高齢化による対応医師の減少が相まって、医師一人当たりの負担は増え

ており、学校医の確保が難しくなってきている。今後も、地域の実情を踏まえ、

市町、学校、医師会等が連携し、互いに協力しながら学校医確保に向け努力し

ていく。 

 

② 予防接種を実施する医療機関 

当医療圏では、１０５医療機関が予防接種を実施しており、地域の予防接種

体制は確保できている。今後も市町や医師会等で実施医療機関の連携・充実を

図るとともに、新規開業を行う医師に協力要請を行う。 

 

③ 産業医 

当医療圏は、南部を中心に誘致企業が多数立地する、県内有数の工業地域で

あり、産業医選任必須事業所数（206箇所:平成 28年経済センサス数値）が多

く、医師一人当たりの負担は大きくなっている（産業医一人あたりの平均従業

者数476.7人:日医認定産業医数ﾃﾞｰﾀより算定）。今後も、医師会等と連携、協

力し、産業医の確保に努める。 
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３ 在宅医療について  

 

（１）現状 

①在宅医療支援

病院 

②在宅医療支援

診療所 

③在宅医療後方

支援病院 

④訪問看護ステ

ーション 

２医療機関 １４医療機関 ２医療機関 ２１施設 

【令和元年１１月１日現在 九州厚生局届出一覧から熊本県で作成】 

 

（２）目指すべき方向性 

当医療圏では、６５歳以上の人口割合が今後増加し在宅医療の需要は一層高

まることが予想される。菊池地域在宅医療サポートセンターによる各種取り組

みを通じて、既に開業している医師の参画拡大を図るとともに、新規開業を行

う医師に協力要請を行う。 

 

 

４ 医療機器の状況  

 

（１）主な医療機器の配置状況 

機器名 保有台数 機器名 保有台数 

ＣＴ ２１台 マンモグラフィ ３台 

ＭＲＩ １３台 リニアック  なし 

ＰＥＴ なし   
【平成３０年度病床機能報告及び県総合医療情報システムくまもと医療ナビデータより熊本県で作成】 

 

（２）目指すべき方向性 

現状においても、熊本再春医療センター（地域医療支援病院）や菊池郡市医師

会立病院等で医療機器の共同利用を図っている。引き続き、地域における共同利

用を進めるとともに、（１）にあるような高額な医療機器については、購入、更新

等の場合には、地域医療構想調整会議で協議を行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



菊池地域医療構想調整会議外来医療計画ワーキンググループメンバー 【別紙】

1 診療所 柴田　堅一郎 柴田整形外科　院長 ― 〇

2 診療所 李　光鐘 Ｌｅｅこどもクリニック　院長 合志市

3 診療所 三隅　修平 三隅内科医院　院長 合志市

4 診療所 古田　陽一郎 古田医院　院長 菊池市

5 診療所 宮本　浩光 宮本内科クリニック　院長 菊池市 〇

6 診療所 高木　修一 光の森脳神経外科内科　院長 菊陽町

7 診療所 樽美　光一 樽美外科整形外科医院　院長 大津町 〇

8 病院 豊永　哲至 菊池郡市医師会立病院　院長 ―

9 木脇　弘二 熊本県菊池保健所長 ― 〇

調整会議
委員

地区No.
病診
区分

氏　名 所　属・職　名


